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７人の議員が一般質問を行いました

学
校
の
適
正
配
置

の
方
針
を
持
っ
て

全
小
中
学
校
を
訪
問
し
、

校
長
先
生
と
懇
談
を
し
て

き
た
。
岩
瀬
地
区
に
つ
い

て
は
、
異
論
は
出
な
か
っ

た
。

　

し
か
し
、
真
壁
・
大
和

地
区
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な

意
見
が
出
さ
れ
た
。
一
番

の
関
心
は
、
大
和
中
を
小

学
校
に
し
た
場
合
、
樺
穂

小
や
谷
貝
小
の
児
童
が
通

う
こ
と
に
な
る
の
か
。
ま

た
、
大
和
中
を
小
学
校

に
し
た
場
合
、
体
育
館
は

敷
地
内
に
整
備
す
る
必
要

が
あ
る
が
、
そ
の
費
用
は

ど
の
よ
う
に
捻
出
す
る
の

か
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

学
校
統
廃
合
の
方
向
性

菊池伸浩 議員

軽部　徹 議員

小
学
１
年
生
が
、
大
和

体
育
館
に
通
う
こ
と
に
は

無
理
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
と
き
は
、
体
育
館
の

建
設
は
ど
う
な
る
の
か
。

　

ま
た
、
大
和
中
を
桜

川
中
に
統
合
す
る
案
に
つ

い
て
も
疑
問
が
出
て
い
た
。

桜
川
中
も
大
和
中
も
小

さ
な
中
学
校
で
あ
る
。
こ

の
小
さ
な
学
校
が
統
合
し

て
も
、
す
ぐ
に
、
も
う
一

回
の
統
合
が
必
要
に
な
る
。

も
う
少
し
、
長
期
の
対
策

を
立
て
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
、
市
の
考
え
は

い
か
が
か
。	

				

教
育
部
長　
大
和

中
と
桜
川
中
の
統

合
は
、
保
護
者
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
桜
川
中
が
桃
山

学
園
と
統
合
す
る
意
見
も

半
々
を
占
め
て
い
た
の
で
、

そ
の
結
果
に
、
留
意
し
な

が
ら
進
め
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
大
和
中
を
小

学
校
と
し
て
利
用
す
る
案

の
場
合
、
学
校
敷
地
内
の

体
育
館
建
設
も
考
え
ら
れ

ま
す
。
財
源
は
、
学
校
統

合
に
か
か
る
国
の
補
助
金

を
検
討
し
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

急
激
な
少
子
化
の
進
行
、

ま
た
中
高
一
貫
校
の
採
用

な
ど
で
、
中
学
生
の
減
少

が
一
段
と
進
む
こ
と
も
考

え
ら
れ
ま
す
。
今
後
の
児

童
・
生
徒
数
の
推
移
を
勘

案
し
な
が
ら
、
広
域
的
な

統
合
を
検
討
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

茨
城
県
と
の
協
議

で
進
捗
が
あ
っ
た

と
の
こ
と
だ
が
、
現
時
点

で
精
査
さ
れ
て
い
る
事
業

費
と
財
源
内
訳
に
つ
い
て

伺
う
。

建
設
部
長　
現
状
、

で
き
る
限
り
精
査

し
た
数
字
で
、
事
業
費
が

１
２
３
億
７
０
０
０
万
円

で
す
。
そ
の
う
ち
桜
川
市

側
の
事
業
費
が
52
億
５
０

０
０
万
円
に
な
り
ま
す
。

財
源
で
す
が
、
国
と
県
か

ら
の
財
政
支
援
と
合
併
特

例
債
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

最
終
的
な
市
の
負
担
額
は

２
億
６
３
８
２
万
３
０
０

０
円
に
な
る
見
込
み
で
す
。

地
域
医
療
セ
ン

タ
ー
の
現
状

地
域
医
療
セ
ン

タ
ー
の
経
営
状
況

と
桜
川
市
の
財
政
負
担
に

つ
い
て
伺
う
。

保
健
福
祉
部
長　

昨
年
10
月
１
日
か

ら
本
年
３
月
31
日
ま
で
の

半
年
間
の
実
績
で
、
入
院

患
者
は
延
べ
１
万
６
３
２

０
人
、
外
来
患
者
は
延
べ

３
万
９
３
５
人
に
な
り
ま

す
。
ど
ち
ら
も
当
初
の
利

用
見
込
み
数
は
達
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
の

負
担
額
は
県
西
病
院
時
代

の
平
均
６
億
７
８
０
０
万

円
か
ら
平
均
４
億
７
８
０

０
万
円
へ
、
毎
年
約
２
億

円
の
削
減
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。
こ
の
負
担
に
は
、

病
院
建
設
費
の
返
済
分
も

含
ま
れ
て
い
ま
す
。

小
中
学
校
で
の
い

じ
め
問
題

小
中
学
校
で
の
い

じ
め
の
現
状
、
市

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺

う
。

教
育
部
長　
平
成

30
年
度
に
お
け
る

い
じ
め
状
況
調
査
で
は
、

小
学
校
で
６
１
９
件
、
中

学
校
で
97
件
の
い
じ
め
認

知
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

桜
川
市
で
は
、
い
じ
め
を

見
逃
さ
な
い
と
い
う
方
針

か
ら
、
小
さ
な
こ
と
で
も

早
期
に
い
じ
め
を
認
知
す

る
こ
と
に
努
め
て
お
り
、

認
知
の
数
が
多
い
と
い
う

状
況
で
す
。

　

各
学
校
に
お
け
る
毎
月

の
い
じ
め
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
や
教
育
委
員
会
で

の
対
応
に
よ
り
、
い
じ
め

防
止
や
問
題
の
解
決
を
図

る
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
市
内
で
の

い
じ
め
に
関
し
て
、
重
大

な
事
案
や
事
態
と
言
え
る

問
題
は
発
生
し
て
い
ま
せ

ん
。

上曽トンネル
の整備

第２回定例会（６月11日〜６月20日）

審議された議案と結果

令和元年度補正予算
一般会計（第２号） 可決

専決処分
平成30年度一般会計補正予算（第８号） 承認

平成31年度一般会計補正予算（第１号） 承認

平成31年度介護保険特別会計補正予算（第１号） 承認

税条例等の一部改正 承認

国民健康保険税条例の一部改正 承認

学童クラブの設置及び管理に関する条例の一部改正 承認

行政組織条例の一部改正 承認

介護保険条例の一部改正 承認

条例の制定・改正
工場立地法地域準則条例 可決

森林環境譲与税基金の設置及び管理に関する条例 可決

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償
に関する条例の一部改正 可決

災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正 可決

人事・その他
人権擁護委員の推薦につき意見を求めること

（２件） 適任

平成30年度一般会計繰越明許費繰越計算書 報告

平成30年度公共下水道事業特別会計繰越明許費
繰越計算書 報告

合併市町村幹線道路緊急整備支援事業支援対象道
路の整備に関する平成31年度委託契約 可決

市道路線の廃止 可決

市道路線の認定 可決

市営県単土地改良事業の施行 可決

工事請負契約の締結の議決事項の変更 否決

第１回臨時会（７月５日）

その他
工事請負契約の締結の議決事項の変更 可決

茨城県市議会議長会・県西市議会議長会から表彰状・感謝状が贈られました。

表彰・感謝状

林　悦子・高田重雄・菊池伸浩・仁平　実・鈴木裕一・萩原剛志

茨城県市議会議長会　表彰状

高田重雄・風野和視

茨城県県西市議会議長会　感謝状


